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放射線量測定結果のご報告 
 
前略 皆様ご存じのとおり今般の大震災による福島原子力発電所事故に際しまして、放

射線被害について各産業分野で風評被害が発生しております。 
 
今般の件に際しまして弊社といたしましても、お客様に風評に惑わされず弊社製品をご採
用いただきたく、この度、福島県の工業試験場である福島県ハイテクプラザにて弊社福島
工場にて発生したスクラップの放射線測定を行いましたのでご報告申し上げます。 
 
結果は下記のとおりハイテクプラザの見解では測定対象物全てにおいて放射線量の付着は
ないに等しいとの事です。 
皆様にお届けいたします弊社製品はもちろんの事、素材保管につきましては当然スクラッ
プ以上に保護された保管状況でございます。製品などは以下の測定結果よりも少ない放射
線量と推測されます。以上、ご報告申し上げます。               早々 
 
 

《測定内容、結果について》 
 
【測定対象物】 
・アルミスクラップ（屋外保管） 
・アルミスクラップ（屋内保管） 
・鉄スクラップ（屋内保管） 
・鉄スクラップ（屋外保管） 
 
【測定内容、結果】 
2ページ目以降『放射線測定結果報告書（福島県ハイテクプラザ発行）』 
を参照ください。 
※cpm（測定値）から Bq/c㎡、μSv/ｈへの換算表も添付 
 
【測定結果の解説】 
(測定値)－（バックグラウンド）＝測定対象物からの放射線量の値となります。 
※バックグラウンド…測定室内の放射対象以外からの線量の値 
※測定値…対象物を置いて測定した放射線量の値 
上記、対象物の結果は以下になります。 
・アルミスクラップ（屋外保管）→８８－８５＝３cpm≒0.0009μSv/ｈ 
・アルミスクラップ（屋内保管）→８０－６３＝１７cpm≒0.00051μSv/ｈ 
・鉄スクラップ（屋内保管）→９１－６７＝２４cpm≒0.00072μSv/ｈ 
・鉄スクラップ（屋外保管）→９７－６４＝３３cpm≒0.00099μSv/ｈ 
わずかな線量の差は出ていますが、ハイテクプラザの見解では検査測定誤差の範囲。
測定対象物全てにおいて放射線量の付着はないに等しい。 
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